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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】粘弾性特性と通気性に優れたポリウレタン発泡体の提供。
【解決手段】（ａ）ポリイソシアネート成分、（ｂ）イソシアネート反応性成分、（ｃ）
水及び（ｄ）触媒からなる粘弾性発泡ポリウレタンを調整するための反応系。但し（ｂ）
が（ｉ）２００～５００の総数平均当量を有し７０重量％以上がポリオキシプロピレン含
量である１つ以上のプロピレンオキサイドに富む（ＰＯ－リッチ）ポリオール３５～７４
重量％と（ｉｉ）１，０００～２，８００の総数平均当量を有し７０重量％以上がポリオ
キシエチレン含量である１つ以上のエチレンオキサイドに富む（ＥＯ－リッチ）ポリオー
ル２４～５０重量％と、（ｉｉｉ）２，０００以上の数平均当量を有し７０重量以上がポ
リオキシブチル含量である１つ以上のブチレンオキサイドに富む（ＢＯ－リッチ）ポリエ
ーテル２～１０重量％を含むポリウレタン発泡泡体。
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　粘弾性ポリウレタン発泡体を調製する反応系であって、
　（ａ）ポリイソシアネート成分；
　（ｂ）（ｉ）イソシアネート反応性成分の３５から７４重量％であり、２００から５０
０の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイドに富む（ＰＯ－リッ
チ）ポリオール；
　（ｉｉ）イソシアネート反応性成分の２４から５０重量％であり、２００から２，８０
０の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上のエチレンオキサイドに富む（ＥＯ－リッチ
）ポリオール；及び
　（ｉｉｉ）イソシアネート反応性成分の２から１０重量％であり、２，０００以上の総
数平均当量を有する１つ又はそれ以上のブチレンオキサイドに富む（ＢＯ－リッチ）ポリ
エーテルを含み、ここで配合物で使用する前記ＥＯ－リッチ・ポリオールの最小量が５０
０当量未満で２４重量％から１，０００当量超で２９重量％に及ぶ、イソシアネート反応
性成分；
　（ｃ）水；並びに
　（ｄ）触媒成分
を含む反応系。
【請求項２】
　前記１つ又はそれ以上のブチレンオキサイド（ＢＯ）・リッチ・ポリエーテルが４，０
００以上の総数平均当量を有し、１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールが前記イ
ソシアネート反応性成分の６５％未満を占める、請求項１に記載の反応系。
【請求項３】
　前記イソシアネート反応性成分の重量％で５００から１，０００当量の１つ又はそれ以
上のＥＯ－リッチ・ポリオールの最小量が、２２．６＋０．００４１×（１つ又はそれ以
上のＥＯ－リッチ・ポリオールの当量の総数平均）により算出される、請求項１から２に
記載の反応系。
【請求項４】
　前記１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールが、
　（ｂ）（ｉ）（Ａ）イソシアネート反応性成分の３０から６０重量％であり、２００か
ら５００の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオール；並びに
　（ｂ）（ｉ）（Ｂ）イソシアネート反応性成分の５から２０重量％であり、８００から
２，０００の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオール
を含む、請求項１から３の反応系。
【請求項５】
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが、１，５００から２，０００の総
数平均当量を有し、前記イソシアネート反応性成分の２９から５０重量％を占める、請求
項１から４に記載の反応系。
【請求項６】
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが２００から５００の総数平均当量
を有する低当量ＥＯ－リッチ・ポリオールを含む、請求項１から４に記載の反応系。
【請求項７】
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが１，０００から２，８００の総数
平均当量、２．８から８の官能基性を有し、並びに前記イソシアネート反応性成分の３０
から５０重量％を占める、請求項１から４に記載の反応系。
【請求項８】
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが５００超１，０００未満の総数平
均当量を有する、請求項１から４に記載の反応系。
【請求項９】
　（ｅ）オルガノシリコン界面活性剤をさらに含む、請求項１から８に記載の反応系。
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【請求項１０】
　（ｉｖ）前記イソシアネート反応性成分の１０から２５重量％のポリプロピレンオキサ
イド－共－エチレンオキサイド・モノールをさらに含み、前記１つ又はそれ以上のエチレ
ンオキサイド－プロピレンオキサイド・モノールが１から２の官能基性及び４００から６
００の総数平均当量を有する、請求項１から９に記載の反応系。
【請求項１１】
　前記１つ又はそれ以上のエチレンオキサイド－プロピレンオキサイド・モノールが前記
モノールの全質量の４０～６０重量％であるエチレンオキサイド濃度を有する、請求項１
０に記載の反応系。
【請求項１２】
　前記１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールがＰＯ－リッチ・ポリオールの全質
量の７０％以上のポリオキシプロピレン含量を有し、前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッ
チ・ポリオールがＥＯ－リッチ・ポリオールの全質量の７０％以上のポリオキシエチレン
含量を有する、請求項１から１１に記載の反応系。
【請求項１３】
　前記ポリイソシアネート成分（ａ）が、
　（ｉ）約０から１０％のトルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）系有機ポリイソシアネー
ト；及び
　（ｉｉ）約９０から１００％のメチレンジフェニルジイソシアネート（ＭＤＩ）系成分
を含む、請求項１から１２に記載の反応系。
【請求項１４】
　粘弾性発泡体の調製方法であって、
　有機ポリイソシアネート；
　イソシアネート反応性成分の３５から７４重量％の量で２００から５００の総数平均当
量を有する１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイドに富む（ＰＯ－リッチ）ポリオール
；
　イソシアネート反応性成分の２４から５０重量％の量で２００から２，８００の総数平
均当量を有する１つ又はそれ以上のエチレンオキサイドに富む（ＥＯ－リッチ）ポリオー
ル；及び
　イソシアネート反応性成分の２から１０重量％の量で２０００以上の総数平均当量を有
する１つ又はそれ以上のブチレンオキサイドに富む（ＢＯ－リッチ）ポリエーテル（ＥＯ
－リッチ・ポリオールの最小量は５００未満当量の２４重量％から１，０００を上回る当
量の２９重量％に及ぶ）を含む、イソシアネート反応性成分；
　水；及び
　触媒成分
を含む反応成分を形成する工程；並びに
　前記反応成分を、粘弾性ポリウレタン発泡体を形成するのに十分な条件で混合する工程
を含む方法。
【請求項１５】
　前記１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテルが４，０００以上の総数平均当量
を有し、前記１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールがイソシアネート反応性成分
の６５％未満を占める、請求項１４記載の方法。
【請求項１６】
　前記イソシアネート反応性成分の重量％で５００から１，０００当量の前記１つ又はそ
れ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールの最小量が、２２．６＋０．００４１×（１つ又はそ
れ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールの当量の総数平均）により算出される、請求項１４か
ら１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールが、
　（ｂ）（ｉ）（Ａ）前記イソシアネート反応性成分の３０から６０重量％であり、２０
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０から５００の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオール；並
びに
　（ｂ）（ｉ）（Ｂ）前記イソシアネート反応性成分の５から２０重量％であり、８００
から２，０００の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオ
ールを含む、請求項１４から１６に記載の方法。
【請求項１８】
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが１，５００から２，０００の総数
平均当量を有し、前記イソシアネート反応性成分の２９から５０重量％を占める、請求項
１４から１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記ポリイソシアネート成分（ａ）が、
　（ｉ）約０から１０％のトルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）系有機ポリイソシアネー
ト；及び
　（ｉｉ）約９０から１００％のメチレンジフェニルジイソシアネート（ＭＤＩ）系成分
を含む、請求項１４から１８に記載の方法。
【請求項２０】
　前記イソシアネート反応性成分がポリプロピレンオキサイド－共－エチレンオキサイド
・モノールを前記イソシアネート反応性成分の１０から２５重量％の量で含む、請求項１
４から１９に記載の方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態はポリウレタン発泡体に関する。より具体的には、本発明の実施形態
は粘弾性を有するポリウレタン発泡体に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ポリウレタン発泡体は、クッション材（例えば、マットレス、枕及びシートクッション
）から断熱及び医療用途の包装材に及ぶ多種多様な用途で使用されている。ポリウレタン
は、該ポリマーを形成するために使用される原料の選択によって特定の用途に応じる能力
を有する。
【０００３】
　ある部類のポリウレタン発泡体は、粘弾性（ＶＥ）又は「記憶」発泡体として知られて
いる。粘弾性発泡体は負荷応力に対して時間遅延性及び頻度依存性の反応を示す。これら
は低い弾力性を有し、圧縮されると徐々に回復する。これらの性質は大抵ポリウレタンの
ガラス転移温度（Ｔｇ）と関連する。粘弾性はポリマーが使用温度又は使用温度に近いＴ
ｇを有する場合に呈されることが多く、使用温度は多くの用途で室温である。
【０００４】
　大半のポリウレタン発泡体と同様に、ＶＥポリウレタン発泡体は発泡剤の存在下でポリ
オール成分とポリイソシアネートとの反応により調製される。発泡剤は通常水又は水と他
の物質との混合物である。ＶＥ配合物は大抵ポリオール成分の選択及び配合物中の水の量
により特徴付けられる。これらの配合物で使用される主たるポリオールは、約３ヒドロキ
シル基／分子の官能基性及び４００～１５００の範囲の分子量を有する。このポリオール
は主としてポリウレタン発泡体のＴｇの主要決定因子であるが、他の因子、例えば水位及
びイソシアネート指標も重要な役割を果たす。
【０００５】
　圧縮永久歪みは、管理された時間及び温度条件下で圧縮された後の発泡体の永久変形の
測定である。圧縮永久歪みは一般にクッション厚さの使用時減少と発泡体硬度の変化との
相互関係を示すために用いられる。より低い圧縮永久歪み値が一般に粘弾性ポリウレタン
発泡体には望ましい。
【０００６】
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　典型的には、粘弾性ポリウレタン発泡体は低い気流特性を有し、一般に室温（２２℃）
及び気圧（１ａｔｍ）の条件下で約１．０標準立方フィート毎分（ｓｃｆｍ）（０．４７
リットル／秒）未満であるため、快適な発泡体（例えば寝具類、座席及び他のクッション
材）として使用する際に発汗を促す。低い気流は発泡体からの低い伝熱及び湿分移動にも
つながり、（１）発泡体（ベッド）温度の上昇及び（２）水分量をもたらす。高温の結果
は高い弾力性及び粘弾特性の低下である。熱及び水分の組み合わせは発泡体の疲労を促進
する。その上、発泡体の気流が十分に低い場合、発泡体は製造中に収縮に見舞われ得る。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　発泡体の粘弾性を維持しながら、一般に現在達している値よりも改善された圧縮永久歪
み値を達成することが望ましい。さらに、気流などの特性を維持しながら圧縮永久歪み値
が改善された発泡体を有することが望ましい。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の実施形態はポリウレタン発泡体に関する。より具体的には、本発明の実施形態
は、粘弾性を維持しながら圧縮永久歪み値が改善されたポリウレタン発泡体に関する。一
実施形態において、粘弾性ポリウレタン発泡体を調製する反応系が提供される。該反応系
は、（ａ）ポリイソシアネート成分及び（ｂ）イソシアネート反応性成分を含む。イソシ
アネート反応性成分は、（ｉ）３５から７４重量％であり、２００から５００の総数平均
当量を有する１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイドに富む（ＰＯ－リッチ）ポリオー
ルのイソシアネート反応性成分、（ｉｉ）２４から５０重量％であり、２００から２，８
００の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上のエチレンオキサイドに富む（ＥＯ－リッ
チ）ポリオールのイソシアネート反応性成分、及び（ｉｉｉ）２から１０重量％であり、
２，０００以上の数平均当量を有する１つ又はそれ以上のブチレンオキサイドに富む（Ｂ
Ｏ－リッチ）ポリエーテルのイソシアネート反応性成分を含む。配合物で使用するＥＯ－
リッチ・ポリオールの最小量は、５００当量未満で２４重量％から１，０００当量超で２
９重量％に及ぶ。
【０００９】
　他の実施形態において、粘弾性発泡体の調製方法が提供される。該方法は、反応成分を
形成する工程及び粘弾性ポリウレタン発泡体を形成するのに十分な条件で反応成分を混合
する工程を含む。該反応成分は、有機ポリイソシアネート、イソシアネート反応性成分、
水、及び触媒成分を含む。イソシアネート反応性成分は、２００から５００の総数平均当
量をイソシアネート反応性成分の３５から７４重量％の量で有する１つ又はそれ以上のＰ
Ｏ－リッチ・ポリオール、２００から２，８００の総数平均当量をイソシアネート反応性
成分の２４から５０重量％の量で有する１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオール、
及び２、０００以上の数平均当量をイソシアネート反応性成分の２から１０重量％の量で
有する１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテルを含む。
【発明を実施するための形態】
【００１０】
　本発明の実施形態はポリウレタン発泡体に関する。より具体的には、本発明の実施形態
は、粘弾性を維持しながら圧縮永久歪み値が改善されたポリウレタン発泡体に関する。ポ
リウレタン発泡体の多数の市販配合物において、ＴＤＩ系配合物より低いイソシアネート
指標値に制約される傾向があるＭＤＩ系配合物では、低い圧縮永久歪み値は一般的である
ことが判明している。本発明者らは、粘弾性ポリウレタン発泡体におけるポリ（ブチレン
オキサイド）の使用が圧縮永久歪み特性（これは多くの耐久性の予測となる）の無視でき
ない予期せぬ増加をもたらすことを予想外に発見した。従って、本明細書に記載する実施
形態は、しばしば貧弱な圧縮永久歪み特性を示すＭＤＩ系粘弾性ポリウレタン発泡体の圧
縮永久歪みを改善するために用いられてもよい。
【００１１】
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　本明細書で用いられるように、「粘弾性発泡体」という用語は、ＡＳＴＭ　Ｄ３５７４
試験Ｈに従って測定される通り、２５％未満の弾力を有する発泡体を指すことが意図され
る。好ましくは、発泡体は２０％未満の弾力を有する。ある実施形態において、発泡体は
１５％未満又はさらに１０％未満の弾力を有する。
【００１２】
　本明細書で用いられるように、「気流」という用語は、１２５Ｐａ（０．０１８ｐｓｉ
）の圧力で発泡体の１．０インチ（２．５４ｃｍ）厚２×インチ×２インチ（５．０８ｃ
ｍ）正方形断面を通過する空気の体積を指す。単位は立方デシメートル毎秒（即ち、リッ
トル毎秒）で表され、標準立方フィート毎分に変換される。気流を測定するための代表的
な商用ユニットは、スイス、チューリッヒのＴｅｘＴｅｓｔ　ＡＧにより製造され、Ｔｅ
ｘＴｅｓｔ　Ｆｘ３３００と同定される。この測定はＡＳＴＭ　Ｄ　３５７４試験Ｇに従
う。
【００１３】
　本明細書で用いられるように、「ＣＦＤ　２５％」という用語は圧縮力撓み測定を指し
、横方向４×４インチ及び厚さ２インチ（１０．１６×１０．１６×５．０８ｃｍ）の発
泡体が厚さ軸に２５％の圧縮歪みまで圧縮され、圧縮力撓み測定が測定される前の１分間
保持され、即ち、発泡体は、ＡＳＴＭ　Ｄ　３５７４　Ｃの手法に従って、その原厚の７
５％まで圧縮され、重量ポンド（Ｉｂｆ）又はニュートン（Ｎ）で測定される。「ＣＦＤ
　６５％」及び「ＣＦＤ　７５％」は同様に発泡体原厚の３５％及び２５％の圧縮にそれ
ぞれ対応する。
【００１４】
　本明細書で用いられるように、数平均当量は下記の通りに組み合わされる：総数平均当
量＝（Ａのグラム＋Ｂのグラム）／［（Ａのグラム／Ａの当量）＋（Ｂのグラム／Ｂの当
量）］。
【００１５】
　本明細書で用いられるように、「７５％の圧縮永久歪み」という用語は、７５％圧縮変
形レベルで発泡体の上昇方向と平行に測定される圧縮永久歪み試験を表す。この試験はク
ッション厚の使用時減少と発泡体硬度の変化との相互関係を示すために本発明で用いられ
る。圧縮永久歪みは、ＡＳＴＭ　Ｄ　３５７４－９５、試験Ｉの手法に従って測定され、
試料の原厚の百分率として測定される。同様に、「９０％の圧縮永久歪み」とは、上記（
圧縮永久歪み）と同一の測定を指すが、今回は試料の９０％圧縮変形レベルで発泡体の上
昇方向と平行に測定される。
【００１６】
　本明細書で用いられるように、「密度」という用語は本明細書で発泡体の単位体積当た
りの重量を指すために用いられる。粘弾性ポリウレタン発泡体の場合、密度はＡＳＴＭ　
Ｄ３５７４０１、試験Ａの手法に従って測定される。有利なことに、粘弾性発泡体は、少
なくとも約３、好ましくは少なくとも約３．５、より好ましくは少なくとも約４、及び好
ましくは最大で約８、より好ましくは最大で約６、最も好ましくは最大で約５．５ポンド
／ｆｔ３（それぞれ４８、５６、６４、１２８、９６、８８ｋｇ／ｍ３）の密度を有する
。
【００１７】
　本明細書で用いられるように、発泡体に適用される「％伸び」という用語は、発泡体の
試料が破断前に達し得る線形伸びを指すために本明細書で用いられる。発泡体は引張強度
を測定するために用いられる同一の方法により試験され、結果はＡＳＴＭ　Ｄ－３５７４
、試験Ｅの手法に従って発泡体試料の原長の百分率として表される。
【００１８】
　本明細書で用いられるように、「官能基性」という用語、特に「ポリオール官能基性」
は、ポリオールを調製するために使用され、エポキシド分子（例えばエチレンオキサイド
又はプロピレンオキサイド）と反応し得る開始剤の活性水素の数を指すために本明細書で
用いられる。これは名目官能基性（ｎｏｍｉｎａｌ　ｆｕｎｃｔｉｏｎａｌｉｔｙ）とも



(7) JP 2016-166328 A 2016.9.15

10

20

30

40

50

呼ばれる。ポリオール官能基性の目的上、任意の第一／第二アミン又はヒドロキシル官能
基性は名目官能基性値に一旦反映される。
【００１９】
　本明細書で用いられるように、「弾力性」という用語は弾性として認識される発泡体の
性質を指すために用いられる。これはＡＳＴＭ　Ｄ３５７４試験Ｈの手法に従って測定さ
れる。このボール跳ね返り試験は、公知の重量の落下鋼球が特定条件下で落下する際の発
泡体の表面から跳ね返る高さを測定し、元の落下高の百分率として結果を表す。ＡＳＴＭ
試験に従って測定すると、硬化ＶＥ発泡体は、有利にも最大約２０％、好ましくは最大約
１０％の弾力性を示す。
【００２０】
　本明細書で用いられるように、「支持係数（ｓｕｐｐｏｒｔ　ｆａｃｔｏｒ）」という
用語は、６５％圧縮（圧入）力撓み（ＣＦＤ）を２５％圧縮力撓みで除する比率を指す。
【００２１】
　本明細書で用いられるように、「引裂強度」という用語は発泡体試料を引き裂くのに要
する最大平均力を指すために本明細書で用いられ、該試料は予め縦に切り込みを入れ、発
泡体試料とする。試験結果は、ＡＳＴＭ　Ｄ３５７４－Ｆの手法に従って、リニアインチ
当たりポンド（ｌｂｆ／ｉｎ）又は１メートル当たりニュートン（Ｎ／ｍ）で測定される
。
【００２２】
　本明細書で用いられるように、発泡体に適用される「引張強度」という用語は、犬用骨
形状の発泡体試料が線形（一軸）伸展力下で引き延ばされながら耐え得る最大力を指すた
めに本明細書で用いられる。応力は該材料が破断点に達するまで増加し、その時点での破
断点荷重及び破断点伸びが引張強度及び伸びを算出するために用いられ、全てＡＳＴＭ　
Ｄ－３５７４、試験Ｅの手法に従って測定され、ポンド毎平方インチ（ｐｓｉ）又はキロ
パスカル（ｋＰａ）で測定される。
【００２３】
　ポリウレタンの製造で使用されるイソシアネート反応性成分は一般に少なくとも２つの
ヒドロキシル基を有する化合物である。これらの化合物は本明細書でポリオールと呼ぶ。
ポリオールはアルキレンオキサイドによる適切な出発分子（開始剤）のアルコキシル化に
より得られるものを含む。開始剤は２から８の反応部位を有し得る。２から４の反応部位
を有する開始剤分子の例は、水、アンモニア、又は多価アルコール、例えば６２から３９
９の分子量を有する二価アルコール、特にアルカンポリオール、例えばエチレングリコー
ル、プロピレングリコール、ヘキサメチレンジオール、グリセロール、トリメチロールプ
ロパン又はトリメチロールエタン、又はエーテル基を含む低分子量アルコール、例えばジ
エチレングリコール、トリエチレングリコール、ジプロピレングリコール、トリプロピレ
ングリコール、ブチレングリコール又はペンタエリスリトールを含む。より高い官能基性
開始剤の例には、ソルビトール、スクロース、グルコース、フルクトース又は他の糖類等
を含む。これらのポリオールは従来方法により調製される通常材料である。ポリオールに
ついて、「トリオール」又は「モノール（ｍｏｎｏｌ）」という用語が用いられる場合、
出発開始剤の官能基性（例えばトリオールではグリセリン及びモノールではｎ－ブタノー
ル）が意図される。この重合の触媒作用は、ＫＯＨ、ＣｓＯＨ、三フッ化ホウ素などの触
媒、又は二重金属シアン化物錯体（ＤＭＣ）触媒、例えばヘキサシアノコバルト酸亜鉛若
しくは第４級ホスファゼニウム（ｐｈｏｓｐｈａｚｅｎｉｕｍ）化合物を用いたアニオン
性又はカチオン性のいずれかであり得る。アルカリ性触媒の場合、これらのアルカリ性触
媒は好ましくは製造の終わりに適切な仕上げ段階により、例えば合体、ケイ酸マグネシウ
ム分離又は酸中和により、ポリオールから取り除かれる。
【００２４】
　一実施形態において、粘弾性ポリウレタン発泡体を調製する反応系が提供される。該反
応系は、（ａ）ポリイソシアネート成分及び（ｂ）イソシアネート反応性成分を含む。反
応系はさらに少なくとも１つの（ｃ）１つ又はそれ以上の発泡剤、（ｄ）１つ又はそれ以
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上の触媒成分、及び（ｅ）１つ又はそれ以上の界面活性剤を含んでもよい。ある実施形態
において、反応系はさらに追加の添加剤を含む。
【００２５】
　成分（ａ）は、（ｉ）約０から１０％のトルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）系有機ポ
リイソシアネート；及び（ｉｉ）約９０から１００％のメチレンジフェニルジイソシアネ
ート（ＭＤＩ）系成分を含んでもよい。一実施形態において、ＴＤＩ系成分は２，４－及
び２，６－トルエンジイソシアネートの混合物であり、ＭＤＩ系成分は高分子ＭＤＩであ
る。高分子ＭＤＩは約２．３の官能基を有し得る。
【００２６】
　成分（ａ）は、１分子当たり平均１．８以上のイソシアネート基を有する１つ又はそれ
以上の有機ポリイソシアネートを含んでもよい。イソシアネート官能基性は好ましくは約
１．９から４、より好ましくは１．９から３．５、特に２．０から３．３である。
【００２７】
　有機ポリイソシアネートは、高分子ポリイソシアネート、芳香族イソシアネート、脂環
式イソシアネート、又は脂肪族イソシアネートであってもよい。例示のポリイソシアネー
トには、ｍ－フェニレンジイソシアネート、トルエン－２，４－ジイソシアネート、トル
エン－２，６－ジイソシアネート、ヘキサメチレン－１，６－ジイソシアネート、テトラ
メチレン－１，４－ジイソシアネート、シクロヘキサン－１，４－ジイソシアネート、ヘ
キサヒドロトルエンジイソシアネート、ナフチレン－１，５－ジイソシアネート、メトキ
シフェニル－２，４－ジイソシアネート、ジフェニルメタン－４，４’－ジイソシアネー
ト、４，４’－ビフェニレンジイソシアネート、３，３’－ジメトキシ－４，４’－ビフ
ェニルジイソシアネート、３，３’－ジメチル－４－４’－ビフェニルジイソシアネート
、３，３’－ジメチルジフェニルメタン－４，４’－ジイソシアネート、４，４’，４’
’－トリフェニルメタントリイソシアネート、ポリメチレンポリフェニルイソシアネート
（ＰＭＤＩ）、トルエン－２，４，６－トリイソシアネート及び４，４’－ジメチルジフ
ェニルメタン－２，２’，５，５’－テトライソシアネートを含む。好ましくは、ポリイ
ソシアネートは、ジフェニルメタン－４，４’－ジイソシアネート、ジフェニルメタン－
２，４’－ジイソシアネート、又はこれらの混合物である。ジフェニルメタン－４，４’
－ジイソシアネート、ジフェニルメタン－２，４’－ジイソシアネート及びこれらの混合
物は総称的にＭＤＩと呼ばれ、全て使用できる。トルエン－２，４－ジイソシアネート、
トルエン－２，６－ジイソシアネート及びこれらの混合物は総称的にＴＤＩと呼ばれ、全
て使用できる。
【００２８】
　好ましいＭＤＩ系ポリイソシアネートは、ＭＤＩ及びＭＤＩの誘導体、例えばビウレッ
ト修飾「液体」ＭＤＩ生成物及び高分子ＭＤＩを含む。好ましいポリイソシアネートは、
いわゆる高分子ＭＤＩ生成物であり、該生成物は単量体ＭＤＩにおけるポリメチレン・ポ
リフェニレン・ポリイソシアネートの混合物である。一実施形態において、高分子ＭＤＩ
は全イソシアネートの７０重量％以上を占める。特に適切な高分子ＭＤＩ生成物は、５か
ら５０重量％、より好ましくは１０から４０重量％の遊離ＭＤＩ含量を有する。このよう
な高分子ＭＤＩ生成物は、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙからＰＡ
ＰＩ（登録商標）及びＶＯＲＡＮＡＴＥ（登録商標）の商品名で入手できる。
【００２９】
　特に好ましいポリイソシアネートは、２．３から３．３イソシアネート基／分子の平均
イソシアネート官能基性及び１３０から１７０のイソシアネート当量を有する高分子ＭＤ
Ｉ生成物である。この種類の適切な市販製品はＰＡＰＩ（商標）ＰＢ－２１９、ＰＡＰＩ
（商標）２７、ＰＡＰＩ（商標）９４、ＶＯＲＡＮＡＴＥ（商標）Ｍ２２９、ＶＯＲＡＮ
ＡＴＥ（商標）２２０、ＶＯＲＡＮＡＴＥ（商標）２９０、ＶＯＲＡＮＡＴＥ（商標）Ｍ
５９５及びＶＯＲＡＮＡＴＥ（商標）Ｍ６００を含み、これら全てがＴｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌ　Ｃｏｍｐａｎｙから入手できる。
【００３０】
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　特に対象となるポリイソシアネートは、約８０重量％の２，４－異性体を含む２，４－
及び２，６－トルエンジイソシアネートの混合物である。特に対象となる他のポリイソシ
アネートは、少なくとも６０重量％の２，４－異性体を含む２，４－及び２，６－トルエ
ンジイソシアネートの混合物である。この種類の適切な市販製品にはＶＯＲＡＮＡＴＥ（
商標）Ｔ－８０を含む。
【００３１】
　典型的に使用されるポリイソシアネートの量は、６５から１１０のイソシアネート指標
を提供するのに十分である。他の実施形態において、該指標は７０から１１０であり、さ
らなる実施形態では８０から９０である。
【００３２】
　成分（ｂ）は、（ｉ）３５から７４重量％であり、２００から５００の総数平均当量を
有する１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールのイソシアネート反応性成分、（ｉ
ｉ）２４から５０重量％であり、２００から２，０００の総数平均当量を有する１つ又は
それ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールのイソシアネート反応性成分、及び（ｉｉｉ）２か
ら１０重量％であり、２，０００以上の数平均当量を有する１つ又はそれ以上のＢＯ－リ
ッチ・ポリエーテルのイソシアネート反応性成分を含むイソシアネート反応性成分である
。イソシアネート反応性成分（ｂ）はさらに（ｉｖ）１０から２５重量％の１つ又はそれ
以上のエチレンオキサイド－プロピレンオキサイド・モノールのイソシアネート反応性成
分を含んでもよい。
【００３３】
　１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ））は、全イソシアネート
反応性成分（ｂ）の少なくとも３５重量％、４０重量％、４５重量％、５０重量％、５５
重量％、６０重量％、６５重量％又は７０重量％を占めてもよい。１つ又はそれ以上のＰ
Ｏ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ）の４０
重量％、４５重量％、５０重量％、５５重量％、６０重量％、６５重量％、７０重量％以
下又は７５重量％以下を占めてもよい。１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオール（
（ｂ）（ｉ））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ）の４５重量％から７０重量％又は
約５０重量％から６０重量％を占めてもよい。
【００３４】
　１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ））は、２００から５００
及び好ましくは２２０から４５０の総数平均当量を有してもよい。１つ又はそれ以上のＰ
Ｏ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ））は、２．４から４．０の官能基性を有してもよ
い。
【００３５】
　ある実施形態において、イソシアネート反応性成分（ｂ）は、多価ＰＯ－リッチ・ポリ
オール成分、例えば２００から５００の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上の低当量
ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ａ））、及び８００から２，０００の総数平
均当量を有する１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ｂ
））を含む。ポリオール成分は本明細書に記載するＰＯから算出される重量パーセントを
独立して含み得る。
【００３６】
　ある実施形態において、低当量ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ａ））及び高当量ポリオー
ル（（ｂ）（ｉ）（Ｂ））の両方が存在する場合、１つ又はそれ以上の低当量ＰＯ－リッ
チ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ａ））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ）の少なく
とも３０重量％、３５重量％、４０重量％、４５重量％、５０重量％、又は５５重量％を
占めてもよい。１つ又はそれ以上の低当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ａ
））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ）の３５重量％、４０重量％、４５重量％、５
０重量％、５５重量％以下、又は６０重量％以下を占めてもよい。１つ又はそれ以上の低
当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ａ））は、全イソシアネート反応性成分
（ｂ）の３０重量％から６０重量％又は約３５重量％から５０重量％を占めてもよい。
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【００３７】
　１つ又はそれ以上の低当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ａ））は、２０
０から３４０の総数平均当量を有してもよい。１つ又はそれ以上の低当量ＰＯ－リッチ・
ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ａ））は、２から４の官能基性を有してもよい。１つ又はそ
れ以上の低当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ａ））は、２．５から３の官
能基性を有してもよい。１つ又はそれ以上の低当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（
ｉ）（Ａ））は、低当量ＰＯ－リッチ・ポリオールの全質量の少なくとも７０重量％、７
５重量％、８０重量％、８５重量％、９０重量％、又は９５重量％のポリオキシプロピレ
ン含量を有し得る。１つ又はそれ以上の低当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）
（Ａ））は、低当量ＰＯ－リッチ・ポリオールの全質量の７５重量％、８０重量％、８５
重量％、９０重量％、９５重量％以下又は１００重量％以下のポリオキシプロピレン含量
を有し得る。１つ又はそれ以上の低当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ａ）
）は、若干量の第一ヒドロキシル含量を有し得る。１つ又はそれ以上の低当量ＰＯ－リッ
チ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ａ））は、低当量ＰＯ－リッチ・ポリオールの全ヒドロ
キシル含量の２０％以上の第一ヒドロキシル含量を有し得る。１つ又はそれ以上の低当量
ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ａ））は、低当量ＰＯ－リッチ・ポリオール
の全ヒドロキシル含量の３０％以上の第一ヒドロキシル含量を有し得る。
【００３８】
　１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ｂ））は、全イ
ソシアネート反応性成分（ｂ）の少なくとも５重量％、１０重量％、１５重量％、又は２
０重量％を占めてもよい。１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）
（ｉ）（Ｂ））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ）の少なくとも１０重量％、１５重
量％、２０重量％以下、又は２５重量％以下を占めてもよい。１つ又はそれ以上の高当量
ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ｂ））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ
）の５重量％から２５重量％又は約１０重量％から１５重量％を占めてもよい。
【００３９】
　１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ｂ））は、９０
０から１，２００の総数平均当量を有してもよい。１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッ
チ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ｂ））は、２から４の官能基性を有してもよい。１つ又
はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ｂ））は、２．２から３
の官能基性を有してもよい。１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ
）（ｉ）（Ｂ））は、低当量ＰＯ－リッチ・ポリオールの全質量の少なくとも７０重量％
、７５重量％、８０重量％、８５重量％、９０重量％、又は９５重量％のポリオキシプロ
ピレン含量を有し得る。１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（
ｉ）（Ｂ））は、高当量ＰＯ－リッチ・ポリオールの全質量の７５重量％、８０重量％、
８５重量％、９０重量％、９５重量％又は１００重量％以下のポリオキシプロピレン含量
を有し得る。１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ｂ）
）は、高当量ＰＯ－リッチ・ポリオールの全質量の少なくとも５重量％、８重量％、１０
重量％、又は１５重量％のポリオキシエチレン含量を有し得る。１つ又はそれ以上の高当
量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ｂ））は、高当量ＰＯ－リッチ・ポリオー
ルの全質量の８重量％、１０重量％、１５重量％、又は２０重量％以下のポリオキシエチ
レン含量を有し得る。１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ
）（Ｂ））は、触媒活性ポリオール、例えばＴｈｅ　ＤＯＷ　ＣＨＥＭＩＣＡＬ　ＣＯＭ
ＰＡＮＹから入手可能なＶＯＲＡＮＯＬ（商標）ＶＯＲＡＣＴＩＶ（商標）を含んでもよ
い。１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ）（Ｂ））は、コ
ポリマーポリオール、例えばアクリロニトリルがグラフトしたポリエーテルポリオール、
例えばＴｈｅ　ＤＯＷ　ＣＨＥＭＩＣＡＬ　ＣＯＭＰＡＮＹから入手可能なＶＯＲＡＬＵ
Ｘ（商標）ＨＬ－４３１を含んでもよい。
【００４０】
　ある実施形態において、１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ
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））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ）の少なくとも２４重量％、２９重量％、３０
重量％、３５重量％、４０重量％、又は４５重量％を占めてもよい。ある実施形態におい
て、１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ））は、３０重量％、
３５重量％、４０重量％、４５重量％、又は５０重量％以下を占めてもよい。１つ又はそ
れ以上のＥＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ））は、全イソシアネート反応性成分
（ｂ）の３０重量％から４５重量％を占めてもよい。
【００４１】
　ある実施形態において、１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ
））は、２００から２，８００の総数平均当量を有する。配合物で使用するＥＯ－リッチ
・ポリオールの最小量は、５００当量未満で２４重量％から１，０００当量超で２９重量
％に及ぶ。５００から１，０００当量では、該量は、式：重量パーセントのＥＯ－リッチ
・ポリオール量＝［０．００４１×（総数平均当量）＋２２．６］を用いて算出してもよ
い。
【００４２】
　１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ））は、２００から５０
０の総数平均当量を有する低当量ポリオールであってもよい。１つ又はそれ以上のＥＯ－
リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ））は、１，０００から２，８００の総数平均当量を
有する高当量ポリオールであってもよい。他の実施形態において、１つ又はそれ以上のＥ
Ｏ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ））は５００より高く１，０００未満の当量を有
し、又はポリオールの混合物は５００より高く１，０００未満の平均当量を提供する。１
つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ））は、２．８から８の官能
基性を有してもよい。１つ又はそれ以上の低当量ＥＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉ
ｉ））は、２．８から６の官能基性を有してもよい。１つ又はそれ以上の高当量ＥＯ－リ
ッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ））は、５．５から７の官能基性を有してもよい。１つ
又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ））は、１つ又はそれ以上のＥ
Ｏ－リッチ・ポリオールの全質量の少なくとも７０重量％、７５重量％、８０重量％、８
５重量％、９０重量％、又は９５重量％のポリオキシエチレン含量を有し得る。１つ又は
それ以上のＥＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ））は、１つ又はそれ以上のＥＯ－
リッチ・ポリオールの全質量の７５重量％、８０重量％、８５重量％、９０重量％、９５
重量％又は１００重量％以下のポリオキシエチレン含量を有し得る。１つ又はそれ以上の
ＥＯ－リッチ・ポリオール（（ｂ）（ｉｉ））は、１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポ
リオールの全質量の少なくとも５重量％、１０重量％、１５重量％、２０重量％、又は２
５重量％のポリオキシプロピレン含量を有し得る。１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポ
リオール（（ｂ）（ｉ）（Ｂ））は、１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールの全
質量の１０重量％、１５重量％、２０重量％、２５重量％又は３０重量％以下のポリオキ
シプロピレン含量を有し得る。
【００４３】
　ある実施形態において、１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテル（（ｂ）（ｉ
ｉｉ））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ）の少なくとも２重量％、３重量％、５重
量％、又は８重量％を占めてもよい。ある実施形態において、１つ又はそれ以上のＢＯ－
リッチ・ポリエーテル（（ｂ）（ｉｉｉ））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ）の少
なくとも３量％、５重量％、８重量％以下、又は１０重量％以下を占めてもよい。ある実
施形態において、１つ又はそれ以上のブチレンオキサイド（ＢＯ）リッチ・ポリエーテル
（（ｂ）（ｉｉｉ））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ）の２重量％から１０重量％
又は約３重量％から１０重量％を占めてもよい。
【００４４】
　１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテル（（ｂ）（ｉｉｉ））は２，０００以
上の総数平均当量を有してもよい。１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテル（（
ｂ）（ｉｉｉ））は３，０００以上の総数平均当量を有してもよい。１つ又はそれ以上の
ＢＯ－リッチ・ポリエーテル（（ｂ）（ｉｉｉ））は４，０００以上の総数平均当量を有
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してもよい。１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテル（（ｂ）（ｉｉｉ））は１
から３の官能基性を有してもよい。１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテル（（
ｂ）（ｉｉｉ））は、１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテルの全質量の少なく
とも７０重量％、７５重量％、８０重量％、８５重量％、９０重量％、又は９５重量％の
ポリオキシブチレン含量を有してもよい。１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテ
ル（（ｂ）（ｉｉｉ））は、１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテルの全質量の
７５重量％、８０重量％、８５重量％、９０重量％、９５重量％、又は１００重量％以下
のポリオキシブチレン含量を有してもよい。ある実施形態において、ＢＯリッチ・ポリエ
ーテルは、ＥＯキャッピングにより第一ヒドロキシルで強化され得る。本明細書に記載の
実施形態は単官能基性ＢＯ－リッチ・ポリエーテルに限定しないことも理解されるべきで
ある。
【００４５】
　ある実施形態において、１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイド－共－エチレンオキ
サイド・モノール（（ｂ）（ｉｖ））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ）の少なくと
も１０重量％、１５重量％、又は２０重量％を占めてもよい。１つ又はそれ以上のプロピ
レンオキサイド－共－エチレンオキサイド・モノール（（ｂ）（ｉｖ））は、全イソシア
ネート反応性成分（ｂ）の少なくとも１５重量％、２０重量％、２１重量％以下又は２５
重量％以下を占めてもよい。１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイド－共－エチレンオ
キサイド・モノール（（ｂ）（ｉｖ））は、全イソシアネート反応性成分（ｂ）の１０重
量％から２５重量％又は約１５重量％から２１重量％を占めてもよい。
【００４６】
　１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイド－共－エチレンオキサイド・モノール（（ｂ
）（ｉｖ））は３００から８００の当量を有してもよい。１つ又はそれ以上のプロピレン
オキサイド－共－エチレンオキサイド・モノール（（ｂ）（ｉｖ））は４００から６００
の当量を有してもよい。１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイド－共－エチレンオキサ
イド・モノール（（ｂ）（ｉｖ））は、１から２の官能基性を有してもよい。１つ又はそ
れ以上のプロピレンオキサイド－共－エチレンオキサイド・モノール（（ｂ）（ｉｖ））
は、コポリマーの全質量の３０～７０％のポリオキシエチレン含量を有してもよい。１つ
又はそれ以上のプロピレンオキサイド－共－エチレンオキサイド・モノール（（ｂ）（ｉ
ｖ））は、コポリマーの全質量の４０～６０％のポリオキシエチレン含量を有してもよい
。ある実施形態において、１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイド－共－エチレンオキ
サイド・モノール（（ｂ）（ｉｖ））は、ランダム・ブロック・コポリマー（ＲＢＣ）及
びブロックコポリマーから選択される。ある実施形態において、１つ又はそれ以上のプロ
ピレンオキサイド－共－エチレンオキサイド・モノール（（ｂ）（ｉｖ））は、オキシエ
チレン及びオキシプロピレン基に等しい重量を含む。
【００４７】
　ある実施形態において、反応系はさらに（ｃ）水を含む。含水量は反応系の１重量％か
ら５重量％であり得る。含水量は全反応系の１重量％から２重量％であり得る。
【００４８】
　ある実施形態において、反応系はさらに（ｄ）１つ又はそれ以上の触媒を含む。触媒は
典型的には少量で使用され、例えばそれぞれの触媒は全反応系の約０．００１５から約５
重量％で使用される。該量は、触媒又は触媒混合物、特定装置のゲル化と発泡反応の望ま
しいバランス、ポリオール及びイソシアネートの反応性、並びに当業者によく知られてい
る他の因子に依存する。
【００４９】
　多種多様な物質がポリウレタン発泡反応を触媒することが公知であり、第三アミン；第
三ホスフィン、例えばトリアルキルホスフィン及びジアルキルベンジルホスフィン；様々
な金属キレート、例えばアセチルアセトン、ベンゾイルアセトン、トリフルオロアセチル
アセトン、エチルアセトアセテート等から、金属、例えばＢｅ、Ｍｇ、Ｚｎ、Ｃｄ、Ｐｄ
、Ｔｉ、Ｚｒ、Ｓｎ、Ａｓ、Ｂｉ、Ｃｒ、Ｍｏ、Ｍｎ、Ｆｅ、Ｃｏ及びＮｉを用いて得ら
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れるもの；強酸の酸金属塩、例えば塩化鉄、塩化第二スズ、塩化第一スズ、三塩化アンチ
モン、硝酸ビスマス、塩化ビスマス；強塩基、例えばアルカリ金属及びアルカリ土類金属
の水酸化物、アルコキシド及びフェノキシド、様々な金属アルコラート及びフェノラート
、例えばＴｉ（ＯＲ）４、Ｓｎ（ＯＲ）４及びＡｌ（ＯＲ）３（式中、Ｒはアルキル又は
アリールである）、アルコラートとカルボン酸との反応生成物、ベータ－ジケトン及び２
－（Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノ）アルコール；アルカリ土類金属、Ｂｉ、Ｐｂ、Ｓｎ、又
はＡｌのカルボン酸塩；並びに四価スズ化合物、及び三価又は五価ビスマス、アンチモン
又はヒ素化合物を含む。好ましい触媒は第三アミン触媒及び有機スズ触媒を含む。第三ア
ミン触媒の例は、トリメチルアミン、トリエチルアミン、Ｎ－メチルモルホリン、Ｎ－エ
チルモルホリン、Ｎ，Ｎ－ジメチルベンジルアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルエタノールアミン
、Ｎ，Ｎ－ジメチルアミノエチル、Ｎ，Ｎ，Ｎ’，Ｎ’－テトラメチル－１，４－ブタン
ジアミン、Ｎ，Ｎ－ジメチルピペラジン、１，４－ジアゾビシクロ－２，２，２－オクタ
ン、ビス（ジメチルアミノエチル）エーテル、トリエチレンジアミン及びジメチルアルキ
ルアミン（該アルキル基は４から１８炭素原子を含む）を含む。これら第三アミン触媒の
混合物が大抵使用される。
【００５０】
　市販のアミン触媒の例は、ＮＩＡＸ（商標）Ａ１及びＮＩＡＸ（商標）Ａ９９（Ｍｏｍ
ｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓから入手できるビス（ジメ
チルアミノエチル）エーテルを含むプロピレングリコール）、ＮＩＡＸ（商標）Ｂ９（Ｎ
，Ｎ－ジメチルピペラジン及びＮ－Ｎ－ジメチルヘキサデシルアミンを含むポリアルキレ
ン・オキサイド・ポリオール）Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅ
ｒｉａｌｓから入手可能）、ＤＡＢＣＯ（登録商標）８２６４（ビス（ジメチルアミノエ
チル）エーテル、トリエチレンジアミン及びジメチルヒドロキシエチルアミンの混合物を
含むジプロピレングリコール、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ
から入手可能）、ＤＡＢＣＯ（登録商標）ＢＬ－１１（ビス（Ｎ，Ｎジメチルアミノエチ
ル）エーテルを含むジプロピレングリコールの混合物、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎ
ｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから入手可能）及びＤＡＢＣＯ　３３ＬＶ（登録商標）（トリエ
チレンジアミンを含むジプロピレングリコール、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃ
ｈｅｍｉｃａｌｓから入手可能）、ＮＩＡＸ（商標）Ａ－４００（専売第四アミン／カル
ボン酸塩及びビス（２－ジメチルアミノエチル）エーテルを含む水及び専売ヒドロキシル
化合物、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓから入手可
能）；ＮＩＡＸ（商標）Ａ－３００（専売第三アミン／カルボン酸塩及びトリエチレンジ
アミンを含む水、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎｃｅ　Ｍａｔｅｒｉａｌｓか
ら入手可能）；ＰＯＬＹＣＡＴ（登録商標）５８（Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　
Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから入手できる専売アミン触媒）、ＰＯＬＹＣＡＴ（登録商標）５（
ペンタメチルジエチレントリアミン、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃ
ａｌｓから入手可能）及びＰＯＬＹＣＡＴ（登録商標）８（Ｎ，Ｎ－ジメチルシクロヘキ
シルアミン、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから入手可能）を
含む。
【００５１】
　有機スズ触媒の例は、塩化第二スズ、塩化第一スズ、オクタン酸スズ、オレイン酸スズ
、ジラウリン酸ジメチルスズ、ジラウリン酸ジブチルスズ、式ＳｎＲｎ（ＯＲ）４－ｎの
他の有機スズ化合物（式中、Ｒはアルキル又はアリールであり、ｎは０～２である）等で
ある。有機スズ触媒は、使用する場合、一般に１つ又はそれ以上の第三アミン触媒と併用
される。対象となる市販の有機スズ触媒は、ＫＯＳＭＯＳ（登録商標）２９（Ｅｖｏｎｉ
ｋ　ＡＧのオクタン酸スズ）、ＤＡＢＣＯ（登録商標）Ｔ－９及びＴ－９５触媒（両オク
タン酸スズ組成物はＡｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓから入手可
能）を含む。
【００５２】
　ある実施形態において、反応系は、膨張し硬化する際に発泡体の安定化を助けるために
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さらに（ｅ）１つ又はそれ以上の界面活性剤を含む。界面活性剤は典型的には少量で使用
され、例えば、各触媒は全反応系の約０．００１５から約５重量％で使用される。ある実
施形態において、界面活性剤は全反応系の約０．１重量％から約１重量％で存在し得る。
該量は、界面活性剤又は界面活性剤の混合物、並びに当業者によく知られている他の因子
に依存する。
【００５３】
　界面活性剤の例は、非イオン性界面活性剤及び湿潤剤、例えばプロピレングリコールへ
のプロピレンオキサイド、次いでエチレンオキサイドの逐次付加により調製されるもの、
固体又は液体のオルガノシリコン、及び長鎖アルコールのポリエチレン・グリコール・エ
ーテルを含む。イオン性界面活性剤、例えば第三アミン、又は長鎖アルキル酸硫酸エステ
ル、アルキルスルホン酸エステル及びアルキルアリールスルホン酸のアルカノールアミン
塩も使用してよい。プロピレングリコールへのプロピレンオキサイド、次いでエチレンオ
キサイドの逐次付加により調製される界面活性剤が好ましく、固体又は液体のオルガノシ
リコンも同様である。有用なオルガノシリコン界面活性剤の例には市販のポリシロキサン
／ポリエーテル・コポリマー、例えばＴＥＧＯＳＴＡＢ（登録商標）（Ｅｖｏｎｉｋ　Ａ
Ｇの商品名）Ｂ－８４６２、Ｂ－８４０４及びＢ－－８８７１、並びにＤｏｗ　Ｃｏｒｎ
ｉｎｇのＤＣ－１９８及びＤＣ－５０４３界面活性剤、並びにＭｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅ
ｒｆｏｒｍａｎｃｅ　ＭａｔｅｒｉａｌｓのＮＩＡＸ（商標）Ｌ－６１８及びＮＩＡＸ（
商標）Ｌ－６２７界面活性剤が含まれる。
【００５４】
　さらなる実施形態において、処理を改善し、より高いイソシアネート指標の使用を可能
にするため、添加剤、例えば国際公開第２０００８／０２１０３４号に記載の添加剤（こ
の開示は参照により本明細書に組み込まれる）が反応混合物に添加されてもよい。このよ
うな添加剤には、１）カルボン酸のアルカリ金属又は遷移金属の塩；２）１，３，５－ト
リスアルキル－又は１，３，５－トリス（Ｎ，Ｎ－ジアルキルアミノアルキル）－ヘキサ
ヒドロ－ｓ－トリアジン化合物；及び３）第４級アンモニウム化合物のカルボン酸塩が含
まれる。使用時には、該添加剤は一般に全１００ポリオール当たり約０．０１から１部の
量で使用される。成分ｅ）添加剤は一般に反応混合物の少なくとも１つの他成分に溶解す
る。ポリイソシアネートに溶解させることは一般に好ましくない。
【００５５】
　様々な追加成分が粘弾性発泡配合物に含まれ得る。これらには、例えば鎖延長剤、架橋
剤、充填剤、可塑剤、煙抑制剤、香料、強化剤、染料、着色料、色素、保存剤、臭気遮蔽
剤、物理的発泡剤、化学的発泡剤、難燃剤、内部離型剤、殺生物剤、抗酸化剤、ＵＶ安定
剤、帯電防止剤、チキソトロープ剤、付着促進剤、セル開放剤、及びこれらの組み合わせ
が含まれる。
【００５６】
　発泡性組成物は鎖延長剤又は架橋剤を含んでもよい。これらの物質が使用される場合、
典型的には少量で、例えば全反応系の１００重量部当たり１０重量部まで、特に２重量部
までで使用される。鎖延長剤は２イソシアネート反応基／分子を有する物質であり、一方
、架橋剤は平均で２を上回るイソシアネート反応基／分子を含む。いずれの場合にも、イ
ソシアネート反応基当たりの当量は約３０から１００未満に及び、一般に３０から７５で
ある。イソシアネート反応基は好ましくは脂肪族アルコール、第一アミン又は第二アミン
基であり、脂肪族アルコール基が特に好ましい。鎖延長剤又は架橋剤の例には、アルキレ
ングリコール、例えばエチレングリコール、１，２－又は１，３－プロピレングリコール
、１，４－ブタンジオール、１，６－ヘキサンジオール等；グリコールエーテル、例えば
ジエチレングリコールが含まれる。
【００５７】
　１つ又はそれ以上の充填剤も粘弾性発泡配合物に存在し得る。充填剤は有益な方法で組
成物のレオロジー特性の改変に役立ち、コストを削減し、有益な物理的特性を発泡体に与
える。適切な充填剤には、ポリウレタン発泡反応中に受ける温度に安定であり溶融しない
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微粒子の無機及び有機物質が含まれる。適切な充填剤の例は、カオリン、モンモリロナイ
ト、炭酸カルシウム、雲母、珪灰石、タルク、高融点熱可塑性プラスチック、ガラス、フ
ライアッシュ、カーボンブラック二酸化チタン、酸化鉄、酸化クロム、アゾ／ジアゾ染料
、フタロシアニン、ジオキサジン等を含む。充填剤は発泡性ポリウレタン組成物にチキソ
トロピー特性を与える。ヒュームドシリカはこのような充填剤の一例である。
【００５８】
　使用時に、充填剤は有利には反応系の約０．５から約３０％、特に約０．５から約１０
％を占める。
【００５９】
　反応性粒子も粘弾性発泡体の特性を改変するために反応系に含まれてもよい。このよう
な反応系は、例えば、Chemistry and Technology of Polyols for Polyurethanes,Rapra 
Technology Limited(2005)pp 185-227に教示されるように、コポリマーポリオール、例え
ばスチレン／アクリロニトリル（ＳＡＮ）を含むもの、ポリハーンストッフ（ｐｏｌｙｈ
ａｒｎｓｔｏｆｆ）分散（ＰＨＤ）ポリオール及びポリイソシアネート重付加生成物（Ｐ
ＩＰＡ）を含む。
【００６０】
　追加の発泡剤（水以外）は一般に発泡性ポリウレタン組成物で使用されないが、追加の
物理的又は化学的発泡剤を含めることは本明細書に記載する実施形態の範囲内である。物
理的発泡剤の中には、液体ＣＯ２、超臨界ＣＯ２及び様々な炭化水素、フルオロカーボン
、ヒドロフルオロカーボン、クロロカーボン（例えば塩化メチレン）、クロロフルオロカ
ーボン及びヒドロクロロフルオロカーボンがある。化学的発泡剤は、高温で分解又は（イ
ソシアナート基以外と）反応して二酸化炭素及び／又は窒素を生成する物質である。
【００６１】
　ＶＥ発泡体はいわゆるスラブストック法で、又は様々な成形法により調製できる。スラ
ブストック法において、成分は混合され、配合物が反応する槽又は他の領域に流し込まれ
、少なくとも１つの方向に自由に膨張し、硬化する。スラブストック法は一般に連続的に
商業規模で操業される。
【００６２】
　スラブストック法では、様々な成分が個別に又は様々な部分的組み合わせで混合ヘッド
に導入され、そこで混合され、分配される。成分温度は一般に混合前で１５から３５℃の
範囲である。分配混合物は典型的には加熱されずに膨張し硬化する。スラブストック法に
おいて、反応混合物は自由に又は（カバーシート又はフィルムの重量により加えられ得る
ような）最低限の拘束下で膨張する。
【００６３】
　反応混合物を密閉金型（ここで該混合物が膨張し硬化する）に導入することにより、成
形法で粘弾性発泡体を製造することも可能である。多くの場合、金型自体は周囲条件を上
回る温度に予熱される。このような金型の予熱はサイクル時間の短縮につながり得る。
【００６４】
　本明細書に記載の実施形態に従って製造される粘弾性発泡体は、様々な包装及びクッシ
ョン材用途、例えば、マットレス（マットレストッパーを含む）、枕、包装、バンパーパ
ッド、スポーツ及び医療機器、ヘルメットライナー、パイロットシート、耳栓、並びに様
々な騒音及び振動減衰用途に有用である。騒音及び振動減衰用途は、運送業、例えば自動
車用途に特に重要である。
【００６５】
　下記の実施例は本発明の実施形態を説明するために提供されるが、その範囲を限定する
ことを意図しない。他に指定しない限り、全ての部数及び百分率は重量による。
【００６６】
　実施例で使用する原料の説明は下記の通りである。
【００６７】
　ポリオールＡは、グリセリン開始の三官能性プロピレンオキサイド（ＰＯ）系ポリオー



(16) JP 2016-166328 A 2016.9.15

10

20

30

40

50

ルであり、３３６の当量及び１６７のヒドロキシル価を有し、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍ
ｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙからＶＯＲＡＮＯＬ（登録商標）３１５０の商品名で市販され
ている。
【００６８】
　ポリオールＢは、グリセリン開始の三官能性ポリオキシエチレン－ポリオキシプロピレ
ン混合供給ポリオール（８重量％ＥＯ）であり、約９９４の当量及び５６のヒドロキシル
価を有し、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙからＶＯＲＡＮＯＬ（登
録商標）３０１０ポリオールの商品名で入手できる。
【００６９】
　ポリオールＣは、スクロース／グリセリンで開始する６．９官能性のエチレンオキサイ
ドとプロピレンオキサイドのランダムコポリマーであり、７０％を上回るエチレンオキサ
イドを含み、約１８００の当量及び３１のヒドロキシル価を有し、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈ
ｅｍｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙからＶＯＲＡＮＯＬ（登録商標）４０５３ポリオールの商
品名で市販されている。
【００７０】
　ポリオールＤは、グリセリン開始の三官能性２３６当量全プロピレンオキサイド・ポリ
エーテル・ポリオールであり、２３８のヒドロキシル価を有し、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙからＶＯＲＡＮＯＬ（登録商標）２０７０ポリオールの商品
名で市販されている。
【００７１】
　ポリオールＥは、グリセリン開始の三官能性ＥＯ系ポリオールであり、３３８の当量を
有する。
【００７２】
　ポリオールＦは、ポリプロピレンオキサイド－共－エチレンオキサイド・モノールであ
り、約５２０の当量を有し、Ｔｈｅ　Ｄｏｗ　Ｃｈｅｍｉｃａｌ　ＣｏｍｐａｎｙからＵ
ＣＯＮ（商標）５０－ＨＢ－１００の商品名で市販されている。
【００７３】
　モノールＡはブタノール開始の単官能性ブチレンオキサイド（ＢＯ）系モノールであり
、４，４００の当量を有する。
【００７４】
　モノールＢはブタノール開始の単官能性ＢＯ系モノールであり、１１％エチレンオキサ
イド・キャッピング及び４，４００の当量を有する。
【００７５】
　界面活性剤Ａは粘弾性ＭＤＩ発泡体用に使用されるシリコーン界面活性剤であり、ポリ
シロキサン－ポリオキシアルキレンから成り、Ｍｏｍｅｎｔｉｖｅ　Ｐｅｒｆｏｒｍａｎ
ｃｅ　ＭａｔｅｒｉａｌｓからＮＩＡＸ（商標）Ｌ－６１８界面活性剤として市販されて
いる。
【００７６】
　触媒Ａは、ビス（Ｎ，Ｎジメチルアミノエチル）エーテルを含むジプロピレングリコー
ルの７０／３０混合物であり、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅｍｉｃａｌｓ
，Ｉｎｃから入手できるＤＡＢＣＯ（登録商標）ＢＬ－１１触媒として市販されている。
【００７７】
　触媒Ｂはトリエチレンジアミンを含むジプロピレングリコールの３３／６７混合物であ
り、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　ＣｈｅｍｉｃａｌｓからＤＡＢＣＯ　３３ＬＶ
（登録商標）として市販されている。
【００７８】
　触媒Ｃはオクタン酸第一スズ触媒であり、Ａｉｒ　Ｐｒｏｄｕｃｔｓ　ａｎｄ　Ｃｈｅ
ｍｉｃａｌｓからＤＡＢＣＯ（商標）Ｔ－９として市販されている。
【００７９】
　イソシアネートＡは２，４－及び２，６－トルエンジイソシアネートの８０／２０混合
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　ＣＯＭＰＡＮＹから市販されている。
【００８０】
　イソシアネートＢは約２．３の官能基性をもつ高分子ＭＤＩであり、ＰＡＰＩ（商標）
９４としてＴＨＥ　ＤＯＷ　ＣＨＥＭＩＣＡＬ　ＣＯＭＰＡＮＹから市販されている。
【００８１】
　イソシアネートＣは約２．２の官能基性をもつ高分子ＭＤＩであり、ＰＡＰＩ（商標）
ＰＢ－２１９としてＴＨＥ　ＤＯＷ　ＣＨＥＭＩＣＡＬ　ＣＯＭＰＡＮＹから市販されて
いる。
【００８２】
試験方法
【００８３】
　他に明記しない限り、発泡体の特性はＡＳＴＭ　Ｄ３５７４により測定する。
【００８４】
　本研究の試料は、透明プラスチック・フィルム・ライニングで裏打ちされた３８ｃｍ×
３８ｃｍ×２４ｃｍの木箱を用いるボックス発泡により製造した。高剪断１６ピン（４ピ
ンがそれぞれ４半径方向にある）ミキサーを高回転速度で使用した。ピンミキサー頭部は
、ピンの末端が１ガロン円筒形混合カップの壁と１ｃｍ離れるように設計された。ポリオ
ール成分は１ガロン円筒形混合カップで直接検量した。他の添加剤は、風袋の重さを量っ
たシリンジで検量し、スズ触媒を除いて１ガロンカップに添加した。イソシアネート成分
を計量し、さらに攪拌することなくトリポア（ｔｒｉｐｏｕｒ）に移した。配合物の成分
は、スズ触媒及びイソシアネートを除いて、まず１５秒間２，４００ｒｐｍで混合した。
次いで、オクタン酸第一スズ触媒を添加し、即座にもう１５秒間（２，４００ｒｐｍ）混
合した。最後に、イソシアネートを混合物に添加し、即座にもう３秒間混合した（３，０
００ｒｐｍ）。全混合物はプラスチックフィルムで裏打ちされた箱に注いだ。発泡（ｂｌ
ｏｗ　ｏｆｆ）時間は最終混合段階（イソシアネートの添加段階）が開始する時点から測
定した。発泡が完了した時点で、発泡体はさらに１週間硬化させた。発泡試料壁を廃棄し
、残りの試料は機械的及び化学的分析で特性決定した。ポリウレタン発泡体の製造に使用
した配合物は、表１、表３、及び表４で提供する。
【００８５】
　発泡試料はＡＳＴＭ　Ｄ　３５７４に従って特性決定した。製造した発泡体の機械的特
性は表２、表３、及び表４で提供する。
【００８６】
　表１は、２系列の試料である系列Ａ（Ａ００，Ａ０５，Ａ１０）及び系列Ｂ（Ａ００，
Ａ０５，Ａ１０）について調査した配合物を記載し、表２は該配合物で観察された機械的
特性を示す。表２で示す結果は、十分量のブチレンオキサイドの使用が製造された発泡体
の圧縮永久歪みを改善することを立証する。比較実施例はＡ００及びＢ００と表示し、両
方ともブチレンオキサイド系モノール（モノールＡ又はモノールＢ）を含まない。Ａ０５
も比較実施例である。本明細書に記載する実施形態の配合物は、Ａ１０、Ｂ０５、及びＢ
１０と表示する。系列Ａの配合物はポリオール定数の相対比率を保持しないため、もう１
つの系列である系列Ｂを試験した。系列Ｂについて表１に示すように、ポリオールＡ及び
ポリオールＢは約４５から９の質量比で存在し、ポリオールＣは全ポリオール１００当た
り約３６部で固定される。表２において、Ａ１０、Ｂ０５、及びＢ１０の９０％の圧縮永
久歪み特性について改善が観察される。
【００８７】
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【表１】

【００８８】

【表２】

【００８９】
　表３は実施例＃１－１２の配合物及び９０％圧縮永久歪み結果を示す。ブチレンオキサ
イド系モノール（モノールＡ又はモノールＢ）を含まない比較実施例は、＃１、＃８、及
び＃１０と表示する。表３はポリオールＣ（高ＥＷ「セル開放剤」ポリオール）をＥＯ－
リッチ・ポリオールとして使用する配合物を示す。表４は実施例＃１３～２０の配合物及
び９０％圧縮永久歪み結果を示す。ブチレンオキサイドモノールを含まない比較実施例は
、＃１３、＃１４、及び＃１６と表示する。表４はポリオールＥ（低当量全ＥＯトリオー
ル）を使用する配合物を示す。
【００９０】
　表３の結果は、妥当な９０％圧縮永久歪み（１５％以下）が高当量ＥＯ－リッチ・ポリ
オール（ＥＷ＝１７９５）では全ポリオールの１００ポリオール当たり２９部（ｐｐｈｐ
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10

）から５０ｐｐｈｐの量で、ＢＯ－リッチ・ポリエーテル・モノールでは、２ｐｐｈｐ以
上で得られることを立証する。ＥＯ－リッチ・ポリオールが約３２ｐｐｈｐから約４０ｐ
ｐｈｐで存在しＢＯ－リッチ・モノールが２ｐｐｈｐ以上で存在する範囲がより好ましい
。
【００９１】
　表４の結果は、妥当な９０％圧縮永久歪みが低当量ＥＯ－リッチ・ポリオール（ＥＷ＝
３３８）では２０ｐｐｈｐ以上の量で、ＢＯ－リッチ・ポリエーテル・モノールでは０．
５ｐｐｈｐ以上で得られることを立証する。ＥＯ－リッチ・ポリオールが２８ｐｐｈｐ以
上の量で存在しＢＯ－リッチ・モノールが２ｐｐｈｐ以上で存在する範囲がより好ましい
。
【００９２】
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【表３】

【００９３】



(21) JP 2016-166328 A 2016.9.15

10

20

30

40

50

【表４】

【００９４】



(22) JP 2016-166328 A 2016.9.15

　上記は本発明の実施形態を対象にしているが、本発明の他のさらなる実施形態が本発明
の基本的範囲から逸脱することなく考案されてもよい。
【手続補正書】
【提出日】平成28年2月3日(2016.2.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　（ａ）ポリイソシアネート成分；
　（ｂ）下記（ｉ）～（ｉｉｉ）を含むイソシアネート反応性成分；
　　（ｉ）イソシアネート反応性成分の３５から７４重量％であり、２００から５００の
総数平均当量を有し、ＰＯ－リッチ・ポリオールの全質量の７０重量％以上のポリオキシ
プロピレン含量を有する、１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイドに富む（ＰＯ－リッ
チ）ポリオール；
　　（ｉｉ）イソシアネート反応性成分の２４から５０重量％であり、１，０００から２
，８００の総数平均当量を有し、ＥＯ－リッチ・ポリオールの全質量の７０重量％以上の
ポリオキシエチレン含量を有する、１つ又はそれ以上のエチレンオキサイドに富む（ＥＯ
－リッチ）ポリオール；及び
　　（ｉｉｉ）イソシアネート反応性成分の２から１０重量％であり、２，０００以上の
総数平均当量を有し、ＢＯ－リッチ・ポリエーテルの全質量の７０重量％以上のポリオキ
シブチレン含量を有する、１つ又はそれ以上のブチレンオキサイドに富む（ＢＯ－リッチ
）ポリエーテル；
　（ｃ）水；並びに
　（ｄ）触媒成分
を含む、粘弾性ポリウレタン発泡体を調製する反応系。
【請求項２】
　前記１つ又はそれ以上のブチレンオキサイド（ＢＯ）・リッチ・ポリエーテルが４，０
００以上の総数平均当量を有し、１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールが前記イ
ソシアネート反応性成分の６５重量％未満を占める、請求項１に記載の反応系。
【請求項３】
　前記成分（ｂ）（ｉｉ）が５００から１，０００当量の１つ又はそれ以上のＥＯ－リッ
チ・ポリオールを含み、当該５００から１，０００当量の１つ又はそれ以上のＥＯ－リッ
チ・ポリオールの最小量が、前記イソシアネート反応性成分の重量％で、２２．６＋０．
００４１×（前記成分（ｂ）（ｉｉ）のＥＯ－リッチ・ポリオールの当量の総数平均）に
より算出される、請求項１又は２に記載の反応系。
【請求項４】
　前記１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールが、
　（ｂ）（ｉ）（Ａ）前記イソシアネート反応性成分の３０から６０重量％であり、２０
０から５００の当量を有する１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオール；並びに
　（ｂ）（ｉ）（Ｂ）前記イソシアネート反応性成分の５から２０重量％であり、８００
から２，０００の当量を有する１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオールを含
む、請求項１から３のいずれかに記載の反応系。
【請求項５】
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが、１，５００から２，０００の総
数平均当量を有し、前記イソシアネート反応性成分の２９から５０重量％を占める、請求
項１から４のいずれかに記載の反応系。
【請求項６】
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　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが１，０００から２，８００の総数
平均当量、２．８から８の官能基性を有し、並びに前記イソシアネート反応性成分の３０
から５０重量％を占める、請求項１から４のいずれかに記載の反応系。
【請求項７】
　（ｅ）オルガノシリコン界面活性剤をさらに含む、請求項１から６のいずれかに記載の
反応系。
【請求項８】
　前記イソシアネート反応性成分（ｂ）がさらに以下を含む、請求項１から７のいずれか
に記載の反応系。
　　（ｉｖ）前記イソシアネート反応性成分の１０から２５重量％の１つ又はそれ以上の
ポリ（プロピレンオキサイド－共－エチレンオキサイド）モノールであって、４００から
６００の総数平均当量を有するポリ（プロピレンオキサイド－共－エチレンオキサイド）
モノール。
【請求項９】
　前記イソシアネート反応性成分（ｉｖ）が、前記モノールの全質量の４０～６０重量％
であるエチレンオキサイド濃度を有する１つ又はそれ以上のポリ（プロピレンオキサイド
－共－エチレンオキサイド）モノールを含む、請求項８に記載の反応系。
【請求項１０】
　前記ポリイソシアネート成分（ａ）が、
　（ｉ）０から１０重量％のトルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）系有機ポリイソシアネ
ート；及び
　（ｉｉ）９０から１００重量％のメチレンジフェニルジイソシアネート（ＭＤＩ）系成
分を含む、請求項１から９のいずれかに記載の反応系。
【請求項１１】
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが５．５～７の間の官能基性を有す
る、請求項１から１０のいずれかに記載の反応系。
【請求項１２】
　粘弾性発泡体の調製方法であって、
　有機ポリイソシアネート；
　イソシアネート反応性成分の３５から７４重量％の量で２００から５００の総数平均当
量を有し、ＰＯ－リッチ・ポリオールの全質量の７０重量％以上のポリオキシプロピレン
含量を有する、１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイドに富む（ＰＯ－リッチ）ポリオ
ールと、
　イソシアネート反応性成分の２４から５０重量％の量で１，０００から２，８００の総
数平均当量を有し、ＥＯ－リッチ・ポリオールの全質量の７０重量％以上のポリオキシエ
チレン含量を有する、１つ又はそれ以上のエチレンオキサイドに富む（ＥＯ－リッチ）ポ
リオールと、
　イソシアネート反応性成分の２から１０重量％の量で２，０００以上の総数平均当量を
有し、ＢＯ－リッチ・ポリエーテルの全質量の７０重量％以上のポリオキシブチレン含量
を有する、１つ又はそれ以上のブチレンオキサイドに富む（ＢＯ－リッチ）ポリエーテル
とを含む、イソシアネート反応性成分；
　水；及び
　触媒成分；
を含む反応成分を形成する工程；並びに
　前記反応成分を、粘弾性ポリウレタン発泡体を形成するのに十分な条件で混合する工程
を含む方法。
【請求項１３】
　前記１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテルが４，０００以上の総数平均当量
を有し、前記１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールがイソシアネート反応性成分
の６５％未満を占める、請求項１２記載の方法。
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【請求項１４】
　前記イソシアネート反応性成分が５００から１，０００当量の１つ又はそれ以上のＥＯ
－リッチ・ポリオールを含み、当該５００から１，０００当量の１つ又はそれ以上のＥＯ
－リッチ・ポリオールの最小量が、前記イソシアネート反応性成分の重量％で、２２．６
＋０．００４１×（前記ＥＯ－リッチ・ポリオールの当量の総数平均）により算出される
、請求項１２又は１３に記載の方法。
【請求項１５】
　前記１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールが、
　（ｂ）（ｉ）（Ａ）前記イソシアネート反応性成分の３０から６０重量％であり、２０
０から５００の当量を有する１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオール；並びに
　（ｂ）（ｉ）（Ｂ）前記イソシアネート反応性成分の５から２０重量％であり、８００
から２，０００の当量を有する１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオールを含
む、請求項１２から１４のいずれかに記載の方法。
【請求項１６】
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが１，５００から２，０００の総数
平均当量を有し、前記イソシアネート反応性成分の２９から５０重量％を占める、請求項
１２から１５のいずれかに記載の方法。
【請求項１７】
　前記ポリイソシアネート成分（ａ）が、
　（ｉ）０から１０重量％のトルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）系有機ポリイソシアネ
ート；及び
　（ｉｉ）９０から１００重量％のメチレンジフェニルジイソシアネート（ＭＤＩ）系成
分を含む、請求項１２から１６のいずれかに記載の方法。
【請求項１８】
　前記イソシアネート反応性成分が、さらに、１つ又はそれ以上のポリ（プロピレンオキ
サイド－共－エチレンオキサイド）モノールを前記イソシアネート反応性成分の１０から
２５重量％の量で含む、請求項１２から１７のいずれかに記載の方法。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００９４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００９４】
　上記は本発明の実施形態を対象にしているが、本発明の他のさらなる実施形態が本発明
の基本的範囲から逸脱することなく考案されてもよい。
　本願発明には以下の態様が含まれる。
［１］
　（ａ）ポリイソシアネート成分；
　（ｂ）下記（ｉ）～（ｉｉｉ）を含むイソシアネート反応性成分；
　　（ｉ）イソシアネート反応性成分の３５から７４重量％であり、２００から５００の
総数平均当量を有する１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイドに富む（ＰＯ－リッチ）
ポリオール；
　　（ｉｉ）イソシアネート反応性成分の２４から５０重量％であり、２００から２，８
００の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上のエチレンオキサイドに富む（ＥＯ－リッ
チ）ポリオールであって、配合物で使用するＥＯ－リッチポリオールの最小量が５００当
量未満で２４重量％から１，０００当量超で２９重量％の範囲であるＥＯ－リッチポリオ
ール；及び
　　（ｉｉｉ）イソシアネート反応性成分の２から１０重量％であり、２，０００以上の
総数平均当量を有する１つ又はそれ以上のブチレンオキサイドに富む（ＢＯ－リッチ）ポ
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リエーテル；
　（ｃ）水；並びに
　（ｄ）触媒成分
を含む、粘弾性ポリウレタン発泡体を調製する反応系。
［２］
　前記１つ又はそれ以上のブチレンオキサイド（ＢＯ）・リッチ・ポリエーテルが４，０
００以上の総数平均当量を有し、１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールが前記イ
ソシアネート反応性成分の６５％未満を占める、上記［１］に記載の反応系。
［３］
　５００から１，０００当量の場合、前記イソシアネート反応性成分の重量％での１つ又
はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールの最小量が、２２．６＋０．００４１×（１つ又
はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールの当量の総数平均）により算出される、上記［１
］又は［２］に記載の反応系。
［４］
　前記１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールが、
　（ｂ）（ｉ）（Ａ）前記イソシアネート反応性成分の３０から６０重量％であり、２０
０から５００の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオール；並
びに
　（ｂ）（ｉ）（Ｂ）前記イソシアネート反応性成分の５から２０重量％であり、８００
から２，０００の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオ
ールを含む、上記［１］から［３］のいずれかに記載の反応系。
［５］
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが、１，５００から２，０００の総
数平均当量を有し、前記イソシアネート反応性成分の２９から５０重量％を占める、上記
［１］から［４］のいずれかに記載の反応系。
［６］
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが２００から５００の総数平均当量
を有する低当量ＥＯ－リッチ・ポリオールを含む、上記［１］から［４］のいずれかに記
載の反応系。
［７］
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが１，０００から２，８００の総数
平均当量、２．８から８の官能基性を有し、並びに前記イソシアネート反応性成分の３０
から５０重量％を占める、上記［１］から［４］のいずれかに記載の反応系。
［８］
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが５００超１，０００未満の総数平
均当量を有する、上記［１］から［４］のいずれかに記載の反応系。
［９］
　（ｅ）オルガノシリコン界面活性剤をさらに含む、上記［１］から［８］のいずれかに
記載の反応系。
［１０］
　（ｉｖ）前記イソシアネート反応性成分の１０から２５重量％のポリプロピレンオキサ
イド－共－エチレンオキサイド・モノールをさらに含み、
　前記１つ又はそれ以上のエチレンオキサイド－プロピレンオキサイド・モノールが１か
ら２の官能基性及び４００から６００の総数平均当量を有する、
　上記［１］から［９］のいずれかに記載の反応系。
［１１］
　前記１つ又はそれ以上のエチレンオキサイド－プロピレンオキサイド・モノールが前記
モノールの全質量の４０～６０重量％であるエチレンオキサイド濃度を有する、上記［１
０］に記載の反応系。
［１２］



(26) JP 2016-166328 A 2016.9.15

　前記１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールがＰＯ－リッチ・ポリオールの全質
量の７０％以上のポリオキシプロピレン含量を有し、前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッ
チ・ポリオールがＥＯ－リッチ・ポリオールの全質量の７０％以上のポリオキシエチレン
含量を有する、上記［１］から［１１］のいずれかに記載の反応系。
［１３］
　前記ポリイソシアネート成分（ａ）が、
　（ｉ）約０から１０％のトルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）系有機ポリイソシアネー
ト；及び
　（ｉｉ）約９０から１００％のメチレンジフェニルジイソシアネート（ＭＤＩ）系成分
を含む、上記［１］から［１２］のいずれかに記載の反応系。
［１４］
　粘弾性発泡体の調製方法であって、
　有機ポリイソシアネート；
　下記を含むイソシアネート反応性成分；
　　イソシアネート反応性成分の３５から７４重量％の量で、２００から５００の総数平
均当量を有する１つ又はそれ以上のプロピレンオキサイドに富む（ＰＯ－リッチ）ポリオ
ール；
　　イソシアネート反応性成分の２４から５０重量％の量で、２００から２，８００の総
数平均当量を有する１つ又はそれ以上のエチレンオキサイドに富む（ＥＯ－リッチ）ポリ
オールであって、ＥＯ－リッチポリオールの最小量が５００未満当量で２４重量％から１
，０００を上回る当量で２９重量％の範囲であるＥＯ－リッチポリオール；及び
　　イソシアネート反応性成分の２から１０重量％の量で、２０００以上の総数平均当量
を有する１つ又はそれ以上のブチレンオキサイドに富む（ＢＯ－リッチ）ポリエーテル；
　水；並びに
　触媒成分
を含む反応成分を形成する工程；並びに
　粘弾性ポリウレタン発泡体を形成するのに十分な条件で前記反応成分を混合する工程を
含む方法。
［１５］
　前記１つ又はそれ以上のＢＯ－リッチ・ポリエーテルが４，０００以上の総数平均当量
を有し、前記１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールがイソシアネート反応性成分
の６５％未満を占める、上記［１４］に記載の方法。
［１６］
　５００から１，０００当量の場合、前記イソシアネート反応性成分の重量％での１つ又
はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールの最小量が、２２．６＋０．００４１×（１つ又
はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールの当量の総数平均）により算出される、上記［１
４］又は［１５］に記載の方法。
［１７］
　前記１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオールが、
　（ｂ）（ｉ）（Ａ）前記イソシアネート反応性成分の３０から６０重量％であり、２０
０から５００の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上のＰＯ－リッチ・ポリオール；並
びに
　（ｂ）（ｉ）（Ｂ）前記イソシアネート反応性成分の５から２０重量％であり、８００
から２，０００の総数平均当量を有する１つ又はそれ以上の高当量ＰＯ－リッチ・ポリオ
ールを含む、上記［１４］から［１６］のいずれかに記載の方法。
［１８］
　前記１つ又はそれ以上のＥＯ－リッチ・ポリオールが１，５００から２，０００の総数
平均当量を有し、前記イソシアネート反応性成分の２９から５０重量％を占める、上記［
１４］から［１７］のいずれかに記載の方法。
［１９］
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　前記ポリイソシアネート成分（ａ）が、
　（ｉ）約０から１０％のトルエンジイソシアネート（ＴＤＩ）系有機ポリイソシアネー
ト；及び
　（ｉｉ）約９０から１００％のメチレンジフェニルジイソシアネート（ＭＤＩ）系成分
を含む、上記［１４］から［１８］のいずれかに記載の方法。
［２０］
　前記イソシアネート反応性成分がポリプロピレンオキサイド－共－エチレンオキサイド
・モノールを前記イソシアネート反応性成分の１０から２５重量％の量で含む、上記［１
４］から［１９］のいずれかに記載の方法。
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